
 

 

 
 
研究開発 

資生堂、進化した「Second Skin」技術により 
目袋のボリュームを改善する新基剤を開発 

～新たな作用メカニズムも解明、収縮膜による微弱な圧縮刺激が皮ふ内部に作用～ 
 

 

資生堂は、皮ふ上で柔軟性の高い収縮膜を形成する当社の「Second Skin」技術、および処方を進化させ、2

週間連用することで目袋のボリュームを改善する新たな基剤を開発しました（図 1）。また、収縮膜による微弱な

圧縮刺激が皮ふ内部に働きかけることで、コラーゲンの産生と再構築が促進され、皮ふが受けた力に応じてよ

り適した状態に導かれる可能性を見出しました。 

当社はこれまでに、「Second Skin」技術の多岐にわたる効果を報告してきましたが、今回新たに『目袋のボリ

ューム改善効果』をもたらし、皮ふ内部の形状変化への寄与を見出しました。これにより、目袋のボリューム改

善効果について、美容医療とは別の選択肢をお客さまに提供することが可能となりました。今後も従来の化粧

品の枠を超えた圧倒的な物理的効果・スキンケア効果で、生活者の肌悩みに答える新たな一手を提案してい

きます。 
  

 
 

 

 

研究背景 

当社は 2018 年に、ポリマーベースの基剤の上に専用の基剤を重ねて塗ることで、肌と一体化し凹凸を補正

する人工皮ふを肌上に形成する「Second Skin」技術を米国ベンチャー企業 Olivo Laboratories社より取得し※1、

研究を重ねてきました。 

当社は既に、「Second Skin」技術が酸素や二酸化炭素を透過し、肌を乾燥から守るバリア効果を有し「第二

の皮ふ」とも呼べる特性をもつこと、当技術が『目袋の即時形状補正効果』や連用によるたるみ・シワ改善効果、

薬剤浸透促進効果、オクルージョン効果、選択的皮脂吸着効果・角層剥離効果など多岐にわたる効果を有す

ることを報告していますが、「Second Skin」技術を更に進化させるべく、検討を続けました。 

 
※1 資生堂 米国ベンチャー企業 Olivo Laboratoriesの「Second Skin」事業を取得 

https://corp.shiseido.com/jp/news/detail.html?n=00000000002349  
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図 1 「Second Skin」技術および処方を進化させた新基剤を 2 週間連用することで 

目袋のボリュームが改善 

https://corp.shiseido.com/jp/news/detail.html?n=00000000002349


 

 

進化した「Second Skin」技術および新基剤のスキンケア効果 

「Second Skin」技術は、皮ふ上で柔軟性の高い収縮膜を形成し、その膜が収縮する際に生じる張力を利用し

て皮ふの膨らんだ部分を押し込むテクノロジーです（図 2）。これまでは日中に目袋を目立たなくする目的の使

用や、2 か月間毎日使用し続けることで膜を取り除いた後の素肌の目袋のボリュームを改善するといった効果

が見いだされていましたが、今回はさらに収縮力を向上させ、2 週間で効果が発現する基剤が開発されました

（図 3）。 

                 
 

 

 

微弱な圧縮刺激の継続作用により真皮モデルの厚みが向上 

目袋の大きさが改善するメカニズムを明らかにするため、コラーゲンが立体的に張り巡らされている中に真

皮線維芽細胞が生育している三次元真皮モデルを構築し（図 4）、微弱な圧縮刺激を毎日数時間与えながら 1

週間培養しました。その結果、刺激開始 1 日後にはコラーゲン産生が促進され、1 週間後にはコラーゲン再構

築の兆候が認められました。興味深いことに、未刺激の状態では薄くなった三次元皮膚モデルが、刺激を加え

ることで厚みを維持し、さらに物理的強度の保持が示唆されました（図 5）。 

この反応は、皮ふが傷を治癒するために真皮を再構築する過程に類似しており、微弱な圧縮刺激が線維芽

細胞に働きかけ、コラーゲンを産生し、受けた力に応じて自身の環境を再構築し、より最適な状態へ導いてい

ることが示唆されました。 
 

           
 
 
 

今後の展望 

「Second Skin」技術は、環境や加齢に左右されない、ヒトの肌のポテンシャルを超えて、もう一つの皮ふを創

る発想のテクノロジーです。 

化粧品の枠を超えた圧倒的な物理的効果・オクリュージョン・薬剤送達によるスキンケア効果で、生活者の

肌悩みに応える新たな一手を提案していきます。今回得られた成果は、新たな製品やサービスの開発に活用

していきます。 

  

図 2 「Second Skin」技術は皮膚上で柔軟性の高い収縮膜を形成 

図 4 使用した三次元真皮モデルのイメージ図 図 5 微弱な圧縮刺激を加えた三次元真皮モデルでは 

未刺激と比べて厚みが維持されていた 

図 3 新基剤を 2週間連用することで目袋のボリュームが改善  



 

 

開発研究員 

 

 

 

 

 

 

株式会社資生堂 みらい開発研究所 

研究員 蘇木 明日香 

 

 

 

 

 

 

R＆D戦略について 

資生堂は、イノベーションを加速させるためのアプローチとして R&D 理念「DYNAMIC HARMONY」のもと、

「Skin Beauty Innovation：ブランドの価値向上」「Sustainability Innovation：循環型の価値づくり」「Future Beauty 

Innovation：新領域への挑戦」の 3つの柱を立てています。また、オープンイノベーションを推進し、さまざまな外

部機関との研究アライアンスを通じて、新しい価値創造を進めています。資生堂の先進サイエンスと世界トップ

レベルの研究機関の知と技術の融合から創出された革新的な研究成果は、化粧品技術に関する世界最大の

権威ある研究発表会 IFSCCなどグローバルにおいて学術的にも高く評価されています。 

 

R&D理念「DYNAMIC HARMONY」とは 

https://corp.shiseido.com/jp/rd/dynamicharmony 
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